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った。さらに等温条件において標的遺伝子の増幅を短時間で可能とする LAMP（Loop-mediated isothermal 
amplification）法を用いて、諸条件における担子菌DNAの増幅を試みた結果、種特異的なプライマーの
















































    
 
 第6章では本論文を総括し、分子生物学的手法を木造文化財の担子菌による劣化評価に適応する保存
科学的意義について述べている。 
 以上の成果は、分析に用いるプライマーの設計などには高度な知識と手法を要求されるが、手法の確
立後には、担子菌の検出およびその生理活性の有無を簡便で比較的低廉に実施可能とする優れたもので
ある。また、本論文の成果は木材腐朽の評価のみならず、広く文化財の菌による劣化を簡便に評価する
方法へと発展する可能性があり、今後の展開が期待できる。 
研究成果としては学術論文6本、学会発表13件を行っている。 
以上の点から本論文は博士(文化財）の学位を授与するに十分な内容である。 
 
 
